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インド・オートエキスポ

２０１２年１月
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● 業績見通しについて

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経
営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化により大きく異
なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場における
経済状況及び製品需要の変動、為替相場の変動などが含まれます。

２０１１年１２月期　決算概要

２０１２年１２月期　業績予想

中期経営計画　進捗

　　■ 概要説明　　 代表取締役社長 柳　弘之

　　■ 詳細説明 　 取締役 　　　　　　　 篠﨑 幸造

本日ご説明する内容
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概要説明概要説明

代表取締役社長 柳　弘之
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経営業績 ： ２０１１年１２月期 実績

円高・タイ洪水影響による減収、営業利益・当期利益は増益
（億円）

１０年実績 １１年予想
（８/３発表）

12,941 12,762 13,500 
513 534 680 

4.0% 4.2% 5.0% 
661 635 780 
183 270 350 

＄８８円／€１１６円 ＄８１円／€１１３円

（下期） ＄８４円／€１１１円 （下期） ＄８０円／€１１０円

1.2 1.0 0.9 
28.0% 31.2% 30.8% 

（＄/€）

Ｄ/Ｅレシオ
（ＧＲＯＳＳ）

自己資本比率

１１年実績

＄８０円／€１１１円

（下期） ＄７８円／€１０７円

売上高

営業利益

営業利益率

経常利益

当期純利益

為替レート
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経営業績 ： ２０１２年１２月期 予想

新興国二輪車・マリン販売増加で円高影響を吸収して増収、
将来に向けた成長投資・開発費をおりこむ

（億円）

中期目標
（１０年２月発表）

12,762 14,000 14,000 
534 450 700 

4.2% 3.2% 5.0% 
635 470 700 
270 170 300 

1.0 1.0 1.0 
31.2% 30% 30% 

１１年実績

売上高

営業利益

営業利益率

経常利益

当期純利益

為替レート

１２年予想

（＄/€）
＄８０円／€１１１円 ＄７７円／€１００円

Ｄ/Ｅレシオ
（ＧＲＯＳＳ）

自己資本比率

＄８８円／€１２８円
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経営総括 ： ２０１１年１２月期

超円高・欧米経済危機・東日本大震災・タイ洪水など、困難な

経営環境下、構造改革・経営基盤変革が進み、Ｖ字回復から

収益安定化への基礎づくりが進んだ。

財務体質面では、自己資本比率 （３０％）・Ｄ/Ｅレシオ （１.０倍）

を達成。 円高 （中期：＄８８円・€１２８円　実績：＄８０円・€１１１円）

も影響し、営業利益率 （５％） は ４.２％と未達成。

更なる超円高環境下の事業対応 （本社黒字化等）が、

継続的課題として残る。

２０１２年は、次期中期計画につながる事業規模・収益力・

企業力の各課題に取り組む。
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事業規模拡大

（万台）

２００

４００

８００

１,０００

６００

１０年 １１年 １２年
予想

先進国 新興国

主な事業状況

新興国二輪車

　 重点成長市場での積極的販売拡大：
　 インドネシア・インド・ベトナム・ブラジル他

　 １０年 　　 ６５６万台
　 １１年 　　　 ６６１万台 （タイ洪水影響▲２８万台）

　 １２年目標　７９０万台

先進国二輪車 （日本生産）
　 構造改革・新機種開発等、復活への準備

　　　 １０年 ４０万台 （１８万台）
　　　 １１年 ３７万台 （１６万台）
　　　 １２年目標　　 ３８万台 （１７万台）

船外機 （日本生産）
　 継続的な商品競争力強化・販売政策展開

　 １０年　　　　　 ２７万台 （２４万台）
　　　 １１年　　　　 　３０万台 （２７万台）
　　　 １２年目標 ３２万台 （２８万台）

グローバル事業規模
（主要商品出荷台数）

次期
中期計画

８７４

７４２７３６
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事業戦略： アセアン二輪車

（万台）

２００

６００

４００

１０年 １１年 １２年
予想

キャブレター ＦＩ

次期
中期計画

ヤマハ出荷
（インドネシア・タイ・ベトナム）

主な取組み課題

① 商品競争力強化

　　・ 新機種投入、ラインナップ拡充

　　・ ＦＩ化 １００％ （燃費向上）

　　・ コストダウン

② ブランド価値向上

　　・ ３Ｓマーケティング強化

③ 生産能力増強

　　・ インドネシア ： ４００万台

　　・ ベトナム　　 ： ２００万台

④ 現地開発体制強化

　　・ アセアン統合開発センター 稼動

　　　　（技術＋調達＋製造）

１０％ ３８％

※ ３Ｓ ： セールス （Ｓａｌｅｓ）、アフターサービス （Ｓｅｒｖｉｃｅ）、補修部品 （Ｓｐａｒｅｐａｒｔｓ）

４６０ ４６０

５５０

１００％
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（万台）

２０

４０

８０

１００

６０

インド国内 輸出

５２

主な取組み課題

① 商品競争力強化
　　・ デラックス （１５０ｃｃ） ：
　　　　シェア ２０％ 獲得
　　・ ボリュームゾーン：
　　　　スクーター・１２５ｃｃ等 商品投入

② 販売網拡充
　　・ 販路目標　２０００店：
　　　（ＹＢＳ） 高品質な３Ｓ販売店
　　　（ＹＢＣ） 地方部へ展開する小型店

③ 輸出拡大
　　・ 南米、アジア等　２０万台

④ 生産能力増強
　　・ 設備投資：１００万台・１２０億円
　　・ 将来生産体制検討

ヤマハ出荷

１０年 １１年 １２年
目標

次期
中期計画

６４

３８

１２

２６

１７

３４

１９

４５

事業戦略： インド二輪車



10

（万台）

１０

２０

４０

３０

先進国 新興国

３０

ヤマハ出荷

１０年 １１年 １２年
目標

次期
中期計画

３２

２７

１４

１４

１６

１４

１８

１５

事業戦略： 船外機

主な取組み課題

　ゆるぎないＮｏ１ポジション確立

① 商品競争力強化
　　・ 軽量・コンパクト
　　・ 低燃費・環境規制対応
　　・ ボルボペンタ社との共同開発

② 新興国・成長市場での積極展開
　　・ ロシア
　　・ ブラジル

③ 販売政策推進
　　・ ボートビルダーとの連携強化
　　・ リギング・プロペラ部品拡販

④ コストダウン
　　・ 海外部品調達の推進
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産業用無人ヘリコプター
・ 豪州 農薬散布参入
・ 国内観測・測量、韓国向輸出強化

ＩＭ （表面実装機）
・ 欧州・米国販売会社設立
・ ラインナップ拡充：
　　中速・汎用機＋高速機 （業界最高水準）

発電機・汎用エンジン
・ 中国生産体制再編成：
　　新工場建設・生産能力拡充
・ インドネシア市場開拓：
　　二輪車販売網展開 （１５００店）

スマートパワー
・ ＰＡＳ 国内：完成車１１万台・ユニット１０万台
　　　　　 海外：欧州市場展開
・ 電動二輪車：
　　　国内累計出荷 ２千台・輸出 １千台
・ 電動自転車 （中国）：

１０万台突破、１００万台基礎づくり

　　　　Ｚ：ＴＡ・ジータ
（業界最速レベルの部品搭載性能）

ＥＦ１６００ｉＳ
（インバーター発電機）

ＥＣ-０３ ＭＯＴＩＳ ＭＡＸ （中国）ＰＡＳ ＶＩＥＮＴＡ

※ スマートパワー：電動車両を基軸とする新しいモビリティーを追求した新動力源

ＲＭＡＸ ＴｙｐｅⅡ Ｇ
（エアロ・ロボット）

　　ＹＳＰ２０
（従来比２倍の高速印刷機）　　　

事業戦略： 新しい成長分野 （制御・電動系）
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構造改革

国内生産体制再編成

　① 組立一貫化・部品製造集約 　
　　　　２００９年： １２工場・２５ユニット
　　　　２０１１年： １０工場・１８ユニット （生産性＋２３％）
　　　　　　　最終： 　７工場・１４ユニット （生産性＋３７％）

　② ＡＴＶ生産集約
　　　　２０１１年： ２モデル移管
　　　　２０１２年： 全移管完了 （ＵＳ）

コストダウン

　累計目標 （２０１２年） ７５０億円： 進度 ８６％

　① 技術・調達・製造＋取引先一体の 『モノ創り調達』
　② 日本・アセアン・インド・中国の４極 （調達センター） による

世界的な部品供給体制
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① 商品競争力を強化する
　　・ 新機種投入数： ２０１４年 １.５倍 （２０１１年比）
　　・ 研究開発費： １１年 ６５０億円、１２年 ７１０億円
　　・ 設備投資　 ： １１年 ４５０億円、１２年 ６９０億円

② 事業コストを低減する
　　・ 国内生産： 海外調達部品 ３０％以上　
　　・ 海外生産： グローバルモデル拡充

③ 事業機能をグローバル化し、市場対応力強化・
　　本社費用負担軽減を進める
　　・ 本社： 技術戦略・基盤技術開発
　　・ 海外： 商品開発 （アセアン統合開発センター等）

④ 先進国事業体制を更に合理化する

総合的な事業競争力により、事業規模拡大・収益力強化を図る　

超円高環境下の事業対応
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２０１３-１５年
持続的成長による企業価値向上

① 事業規模：
　 目標売上高 ２.０兆円
　 　（新機種投入 １.５倍）

② 財務力：
　　投資・収益・株主還元の
　　バランス経営により
　　持続的成長を支える

③ 企業力：
　 機能革新・グローバル化
　　を進める

２０１０-１２年
Ｖ字回復・収益安定化

① 事業規模：
　　 目標売上高 １.５兆円

② 収益性：
　 連結黒字化、復配する

③ 経営基盤：
　 構造改革を推進する

次期中期計画に向けて
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取締役 篠﨑　幸造

詳細説明詳細説明
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売上高・営業利益

（億円）

１０年実績 １１年実績
前年

同期比
１０年実績 １１年実績

前年
同期比

売上高 9,874 9,858 △17 3,067 2,904 △163

売上総利益 2,255 2,219 △36 700 541 △159

売上総利益率 22.8% 22.5% 22.8% 18.6%

販売管理費 1,768 1,612 △156 675 615 △60

営業利益 488 607 119 25 △73 △99

営業利益率 4.9% 6.2% 0.8% △2.5%

為替レート

（＄/€）

１０～１２月１月～９月

＄８３円 ＄７７円

€１０４円

＄８９円

€１１８円
＄８１円

€１１３円 €１１２円

１０～１２月： 円高、タイ洪水により減収減益
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営業利益変化要因 （対前年）

488

△73

為替
影響

１０年

（$/€：89/118）

（億円）

△250

１～９月： 円高、震災影響を増収、販管費減少で吸収し増益
１０～１２月： 円高、タイ洪水を増収、販管費減少で吸収しきれず

売上増
による
荒利増

＋207

＋157

販管費
減少 ＋30

その他 607

１１年

（$/€：81/113）

25 ＋26

売上増
による
荒利増

＋13

震災
挽回

△83

△72

為替
影響

１０年

（$/€：83/112）

１１年
（$/€：77/104）

１～９月 １０～１２月

タイ
洪水

震災
影響
△25

＋60 △42

販管費
減少 その他
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($/€) (88/116) (77/100)(80/111)

その他

マリン

特機

二輪車9,142

1,030
1,098 1,094

1,671

12,76212,941

(億円)

1,003

1,789

8,876

事業セグメント別売上高

１０年 １１年 １２年予想

1,100
14,000

1,000

1,950

9,950

+9.0%

+12.1%

※ その他 ： 産業用機械・ロボット含む

１１年： マリン販売増加するも、円高、タイ洪水により減収
１２年： 新興国二輪車新商品投入、マリン販売増で増収見込む

△1.4% +9.7%

+7.1%

△2.9%
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二輪車 販売台数・売上高

売上高(億円)販売台数(千台)

6,084

497

99 101
53
227 185

573

6,960 6,982

6,093

1,204

378 370
341 356

1,128 912

5,941

1,296

9,142
8,876

+33.6%

+21.8%

△42.6%
△8.3%

△17.5%

+21.7%+26.9%
△41.3%

△14.7%
△22.1%

アジア

欧州

北米

日本

その他

64

１０年 １１年 １２年予想 １０年 １１年 １２年予想

95

191

6,059

721

8,277

72

+9.5%+12.4%△10.8%

△4.0%

+30.3%

420

830

6,800

1,580

9,950

320

+7.6%
+11.1%+9.4%

△1.3%

+23.3%

7,197

１１年： 欧州減少、タイ洪水により、台数前年並、円高により減収
１２年： 積極的な新機種投入により、新興国販売伸張狙う

+18.6%

+18.8%

+12.1%

+14.4%

+25.8%
+21.9%
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マリン・特機・その他 売上高

（億円）

アジア

欧州

北米

日本

その他

マリン　： 船外機需要底打ち、販売数量増
特機::　： 需要底ばい・円高、前年並維持

マリン 特機 その他

１０年 １１年

221

343
97

334 329

677

1,7891,671

116

360

750

235
１２年
予想

１０年 １１年

109

192
63

127 121

538

1,0031,030

△1.0%

58
199

493

133

△0.5%

１２年
予想

１０年 １１年

717

41
196

133 148

11

1,0941,098

167
37
15

727

１２年
予想

1,950

1,000
1,100

※ その他 ： 産業用機械・ロボット含む

+9.0%
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アジア主要国 販売状況

注） 売上台数：国内販売台数のみ。売上高：輸出売上含む

インドネシア （ＹＩＭＭ）

ベトナム （ＹＭＶＮ）

タイ （ＴＹＭ）

インド （ＩＹＭ）

3,280
3,520

3,608

3,326
3,700

3,136

716
821790

473

600
506

811
708

1,085776

1,200
988

397
513

323

343
450

259

１０年 １２年
予想

１１年

売上高 （億円）売上台数 （千台）

Mio J

Nozza

（デリーＥＸＰＯ参考出品）

Ray

Mio 115i

Filano

１０年 １２年
予想

１１年

YZF-R15

Fino
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欧米二輪車 生産・販売・在庫

90

32
73

49
49

０９年末 １０年末 １１年末

米国二輪車 欧州二輪車
（千台）

注） 米国は、卸＋ディーラー在庫、欧州は、卸在庫

生産小売

在庫

米国： 総需要底打ち、緩やかな回復
欧州： 総需要減少継続、新商品投入で販売増狙う

521

440

440

2,116

2,040

1,987

出荷

総需要

63

48
１２年末
予想

44

249 227

66

227

66

生産

在庫

51

2,040
総需要455

626763

53

441

52 57 46

185 191176 180

０９年末 １０年末 １１年末 １２年末
予想

1,976 1,896
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産業用機械・ロボット （ＩＭ） 売上高

（億円）

390

１１年： 中国需要減少によりアジア売上減少
１２年： マウンター新商品投入により販売増狙う

アジア

日本

欧米他

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 4Q3Q

28
52

36
54

47
32 32 27

27

36

41

36
35

39 44
39

8

11

12

11
13

9 10
1263

98
86

101 95
84 87

78

注） 売上高は、マウンター・ロボット・車椅子合算

170

140

38

138

158

47

348 343

10年 11年 12年
予想10年 11年
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営業利益変化要因 （対前年）　【２０１1年実績】

円高、タイ洪水・震災、原材料高を増収、コスト削減、販管費
減少で吸収、前年比増益

513 ＋233

＋199

△98

△322

△76

534

販管費
減少

売上増による
荒利増

構造改革効果
コスト削減

為替影響

原材料
価格上昇開発費

増加
△95

タイ洪水・
震災
影響

＋220

その他

１０年
（$/€：８８/１１６）

　１１年
（$/€：８０/１１１）

△40

（対前年）

（＋２１）

（億円）

ＰＬ費用減少

＋１３４
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その他

営業利益変化要因 （対前年）　【２０１２年予想】

534
＋461

＋140

△114

△279

△46

450

販管費
増加

売上増
による
荒利増

コスト
削減

為替影響

原材料
価格上昇

償却費・
開発費
増加

１１年
（$/€：８０/１１１）

１２年
（$/€：７７/１００）

（億円）

・ 新興国二輪車・マリン販売増加、コスト削減効果
・ 円高、原材料高、成長投資加速に向け償却費・開発費おりこみ

△160

△86

（対前年）

（△８４）
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事業別 営業利益

その他

マリン

特機

二輪車485

△113

133
1137
534

513

75
71

276

１０年 １１年 １２年予想

100
450

△100

50

400

※ その他 ： 産業用機械・ロボット含む

二輪車

その他

マリン

特機

１１年： マリン増収、特機ＰＬ費用減、二輪欧州販売減・タイ洪水
１２年： 円高影響を吸収し、二輪車増益、マリン利益確保

(億円)



27

売上高・営業利益

※ 先進国事業：日米欧向二輪車・ＡＴＶ（四輪バギー）・船外機・ウォータービークル・スノーモビル事業、その他：先進国、新興国二輪車以外の事業

（$/€）

売上高

営業利益

その他

新興国
二輪車

その他

先進国
（欧米）

新興国
二輪車

（アジア・中南米）

先進国

（億円）

(80/111)
１１年

12,941
2,394

7,296

3,251
667

△352

198
513

１０年

(88/116)

14,000

△450

450

１２年予想
(77/100)

12,762

△450

534

3,096

△272

221

2,428

7,238

・ 先進国 ： 構造改革継続、復活・黒字化に向け準備
・ 新興国 ： 新機種投入による積極的拡大、収益性維持

　・ 新成長分野 ： 次期中期に向けた基本戦略づくり

為替差損

（１０年比）

△２０５

585

2,500

8,380

3,120

△350

590

210
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有利子負債・自己資本

（億円）

Ｄ/Ｅレシオ
（ＧＲＯＳＳ）

1,171

2,743

1.2

3,224

純額

総額

有利子負債 自己資本

1.0

2,747

1,410

1.0

2,808 2,9253,000

1,600

１０年末 １２年末
予想

１１年末

自己資本比率 28% 30％31%

将来に向けた成長投資・開発費をおりこみながら

自己資本比率 ３０％、Ｄ/Ｅレシオ １.０倍 を維持
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配当金

予想比

１０円▲４.５円１５.５円２０円
年間
配当金

５円▲４.５円１５.５円２０円
期末

配当金

５円―――
第２四半期末

配当金

１２年

予想

１１年
（予定）

１１年予想
（８/３発表）

・ ２０１１年連結純利益をもとに、配当を再開

・ 配当性向は連結純利益の２０％
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主要商品別 総需要・当社出荷台数

(注) ＡＴＶ：四輪バギー、ＰＡＳ: 電動アシスト自転車　　

384
522
670

54,195
7,779

5,978

1,801

43,455

3,417

16,090

526

3,070

11,270

1,846

7,236

2,040

497

424

10年
実績

448422電動アシスト自転車 （日本）

14,00014,034中国

2,0181,938ブラジル

7,5476,974その他

505519ＡＴＶ

740718船外機

433445日本

505490北米

1,8961,976欧州

8,7008,001インドネシア

2,0002,007タイ

15,04013,078インド

3,9433,562ベトナム

700644台湾

57,351
8,911

45,529
4,204

11年
実績

61,154
9,565

48,756
4,373

12年
予想

総需要 （当社推定）

アジア計

その他計

二輪車計

その他

1121059380ＰＡＳ （完成車）

706608700608中国

291242227193ブラジル

430331271179その他

71758182ＡＴＶ

321303272240船外機

9510199108日本

72645392北米

191185227275欧州

3,7003,1363,3262,651インドネシア

600473506432タイ

450343259219インド

1,200988776643ベトナム

196183173146台湾

6,982
573

6,059
327

11年
実績

8,277
721

7,197
345

12年
予想

ヤマハ発動機 出荷台数

6,0844,993アジア計

497372その他計

6,9605,841二輪車計

295

09年
実績

343

10年
実績

その他

台数単位：千台
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事業別売上高・営業利益

※ＡＴＶ： 四輪バギー

売上高 (億円)

４Q年間
10年実績 12年予想11年実績

7886390343348産業用機械・ロボット

12,941
751

1,030
1,671
9,142

12,762
751

1,003
1,789
8,876

2,904
190

291
385

1,960
11年実績

3,067
169

279
336

2,198
10年実績

14,000合 計

1,000特機

710

1,950
9,950

その他

マリン

二輪車

営業利益 (億円)

営業利益率 (％)

（参考）二輪車＋ＡＴＶ (億円)

810656369産業用機械・ロボット

513
63

△113
7

485

534
50

75
71

276

△73
6

△19
△15
△54

25
27

△41
△30

58

450合 計

△100特機

35

50
400

その他

マリン

二輪車

4.2 　
6.7 　

18.2 　
7.5 　
4.0 　
3.1%

10.5 　12.016.7 　20.0　産業用機械・ロボット

4.0　
8.4　

△10.9　
0.4　
5.3%

△2.5 　
3.0 　

△6.4 　
△3.8 　
△2.7%

0.8
16.2

△14.6
△8.8

2.6%

3.2 　合 計

△10.0 　特機

4.9 　

2.6 　
4.0%

その他

マリン

二輪車

△2.8%
△57

2,061

1.2%
27

2,307

3.9%
375

9,595

3.5%
327

9,295

2.8%営業利益率

290
10,350

営業利益

売上高
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米国主要商品　月別総需要推移

１０年

１１年

出所） 二輪車・ATV：MIC、船外機：NMMＡ （登録台数）※ＡＴＶ：四輪バギー

18
23

55

16

60

26

12
16

29
23

11 14

二輪車

船外機

5 7

22

5 8

25

1 2 3 4 5 6 7 8 9

(＋10%)

(＋13%)
(△11%)

(△19%)

(△15%)
(△10%)

(＋10%)(△3%)

(千台)

(＋15%)

58
52

49
52 5154

25 24
20 1820 18

16 18

27

16
20

28

10 11 12

(＋3%)(＋3%)(△11%)

(△13%)
(△24%)(△18%)

(＋11%)(△4%)

△18%4-6月

＋4%4-6月

△2%4-6月

(＋5%)

＋7%1-3月

△16%1-3月

＋11%1-3月

＋0%
1-12月

1-12月

△14%

1-12月

△0%

41 42
32

42
3040

(△6%)
(△4%)(＋2%)

△2%7-9月

17
20

24
20

15
18

(△16%)
(△9%)

(△16%)

△14%7-9月

＋1%7-9月

17 1716 18
(＋7%)(△2%)

11 10
(△6%)

ＡＴＶ

23 20
26

23
27

20

(＋3%)
(△2%)(△0%)

21 20

29

18

(△1%)
(△7%)(△15%)

11 107 6
(△33%)(△38%)

9

(＋4%)

+0%10-12月

△7%10-12月

△24%10-12月

29

9

18
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65

48

73
年 間

16

14

13
４Q

10年実績

年 間

10年比11年実績

△11 　△39 　5810船外機

△23 　△23 　3711ＡＴＶ

△14%△16%6311二輪車

４Q年 間４Q

小売台数 (千台)

米国主要商品 小売・卸状況

出荷台数 (千台)

※ＡＴＶ：四輪バギー

56

39

42
年 間

11

11

11
４Q

10年実績

年 間

10年比11年実績

+6 　+11 　5912船外機

△12 　△21 　359ＡＴＶ

+34%+52%5617二輪車

４Q年 間４Q
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米国・欧州主要商品 在庫推移

米国主要商品

欧州二輪車

※ＡＴＶ： 四輪バギー

1Q 2Q 3Q 4Q
09年

1Q 2Q 3Q 4Q
10年

米国
二輪車

ＡＴＶ

船外機
（卸在庫）

(千台)

欧州
二輪車
（卸在庫）

59
69

8890
101

117
136

403336364351
68

899121319
28

49

35

13

6769
44

58
89

120

62 66
77

59

34

12

1Q 3Q 4Q

47

29

10

51

29

16

57

11年

53

2Q

45

28

11

60
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1118633販管費の換算影響

△169△236△40営業利益への影響額

△197△198△23経常利益影響額

△279△133△85△62△322△94△45△183△72△30△14△28　①＋②荒利益への影響額合計

11180111801047711年実績レート（円）

EURO
６億円

△125

△9

△1

△8

その他

△155

△153

△29

△124

合 計

US$
２０億円

△23

100

△65

△3

△62

EURO

△8

77

△79

△25

△54

US$
12年（年間）予想

△119

△165

38

△203

合 計

EURO
５億円

△89

△6

△1

△5

その他

US$
２０億円

△10

116

△44

△8

△35

EURO

△20

88

△115

47

△163

US$
11年（年間）実績11年（4Q）実績

②PL換算レート差異（荒利益）

①売上レート差異（荒利益）

PL換算レート

EURO
１億円

US$
５億円

　　1円の変動が与える影響額

△33△29△2△2

12年予想レート（円）

1128310年実績レート（円）

△23△1△3△18実質影響額（買取レート）

17098　※売上・買取レート差異（営業外）

△39△1△12△26

売上レート

合 計その他EUROUS$（億円）

為替影響 （対前年）

注） ①外貨建売上計上レートの前期差異による荒利益に与える影響額

②外貨建個別財務諸表を連結する時の円換算レートの前期差異による荒利益に与える影響額

※買取レートの前期差異による営業外に与える影響額
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【ご案内】

http://www.yamaha-motor.co.jpヤマハ発動機ウェブサイト

http://www.yamaha-motor.co.jp/global/ヤマハ発動機ウェブサイト
（英語版）

http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/ＩＲ情報

決算説明会資料
ファクトブックやアニュアルレポート
個人投資家向け情報

ＩＲ情報　英語版

http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/explanation/
http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/material/
http://www.yamaha-motor.co.jp/profile/ir/individual/

http://www.yamaha-motor.co.jp/global/ir/

当社ウェブサイトのＩＲ情報も是非ご覧下さい。


